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※裏面に続く

議案審議：決議１件、条例15件、補正予算４件、予算５件、その他1件、計２６件を審議

・令和4年度当初予算

・大府市犯罪被害者等支援条例の制定について

犯罪被害者等が受けた被害の回復及び犯罪被害者等の生活の再建を図るとともに、犯罪被害者等を支える

社会意識の形成を促進し、市民が安心して暮らせる地域社会の実現に寄与するため、条例を制定する。

（内 容）

・市役所内に支援を総合的に行う窓口を設置

・経済的支援や生活支援等を実施

（施行期日） 令和４年４月１日

いつもお世話になっております。大府市議会議員の野北孝治です。

令和4年3月議会が2月25日～3月17日の21日間で開催され、令和4年度の

新年度予算が成立しました。

一般会計の予算額では、前年比4.9％増の344億8,000万円で、全会計の予算

総額は、前年比5.2％増の496億７２１万円でいずれも過去最大の規模となります。

審議内容として、コロナ感染症対策をはじめ、新規事業も盛り込まれており、市民の

安心・安全に貢献できるか、満足度・サービスの向上に繋がる事業となっているか、

効率的で効果的な内容となっているかを民間企業出身の議員として確認いたしました。

3月議会での主な内容等をご報告させていただきます。

・ロシアによるウクライナへの侵略行為を断固非難する決議 （３月８日議決）

令和4年2月24日、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻が、自制を求める世界の多くの声を無視する

形で開始され、国際秩序の平和と安全に深刻な影響を及ぼす暴挙であり、最も強い言葉で非難する。

大府市議会は、命の尊厳と恒久平和を希求する大府市民を代表する議会として、ロシア政府に対し、

ウクライナからの即時撤退と人権が尊重される平和的解決を断固求める。 【本文中一部抜粋】

（対応）

・決議文については、議長名で内閣総理大臣および外務大臣に送付

・抗議文として、市長・議長の連名でロシア大使館に送付

（単位：億円）

会計名 本年度予算 前年度予算 伸び率

一般会計 344.8 328.7 4.9％

特別会計 88.4 85.9 2.8％

企業会計 62.9 57.1 10.1%

合計 496.0 471.7 5.2％

（四捨五入のため、数字に誤差があります）

・大府市子ども医療費助成に関する条例の一部改正について

子ども医療費助成の対象を拡大するため、条例を改正するもの

（内 容）

・助成対象となる子どもの年齢の拡大 「１５歳⇒１８歳に達する日以後の最初の３月３１日まで」

※新たに対象となる子どもに係る助成の範囲

入院に係る医療費 → 医療保険自己負担額の全額（自己負担なし）

通院に係る医療費 → 医療保険自己負担額に３分の２を乗じて得た額（自己負担１割）

（施行期日） 令和４年10月１日



今後も住みやすい・いいまち『おおぶ』の実現に向け、市民の目線で現地現物を大

切にして活動してまいりますので引き続き、ご理解とご協力をお願いします。

野北 孝治 相談室（大府工場内）

（直通） 0562-48-9570

（メール） ｎｏｇｉｔａ＠ｔｉｗｕ.or.jp

※裏面に続く

令和4年度予算の概要（抜粋）

その他、３月議会での議案等の審議結果については、大府市公式ウェブサイトに掲載しています。参照ください。

・国政に我々の声を届けてくれる、仲間を一緒に応援しましょう。

・電動車に加え、多様な選択肢（e-fuel、水素エンジン等）の必要性を訴求

・内燃機関（エンジン等）の部品会社への構造転換支援や雇用確保を求める

岸田文雄内閣総理大臣へ質問

◆自動車産業のカーボンニュートラル（CN）への対応

◆高騰する燃料価格への対応

・トリガー条項の凍結解除、二重課税(タックス・オン・タックス)の解消を要請

2021/12/17、20 予算員会
活動紹介

一般質問内容

・次世代自動車購入補助金制度の創設 （2,050万円）

環境性能に優れた次世代自動車の購入に対する補助制度を創設

燃料電池自動車：50万円、電気自動車・プラグインハイブリット車：30万円

・バイオリンによる音楽教育の推進 （313万円）

子ども達がバイオリンに親しみが持てるように、バイオリン製造会社協力の下、市立保育園全園で紹介や

演奏を行う。本年度は、北山小学校の4年生を対象にバイオリンを使用した音楽教育を試行する。

・小学校の体育館への空調機設置 （2億8,405万円）

小学校の体育館に電源自立型空調機を本年度中に残り5校に設置します。

設置が終了すると、市内の小中学校全ての体育館への空調機設置が完了となります。

・水辺の歩行空間の整備 （1億円）

石ヶ瀬川緑道について、大府東浦線取付の東側を整備するほか、鞍流瀬川緑道の令和柊山橋

から花咲台公園の区間に照明灯（フットライト）を設置する。

・防災・減災対策の推進 （6,853万円）

災害の備えとして、組立式のオストメイト用トイレを全ての災害対策本部へ配備する。同報無線

の送受信装置の更新やデジタル子局の設置を計画的に進める。DAIWA防災学習センターの学習

コーナーを充実させて、防災学習センターを拠点とした防災啓発をさらに推進。

・市民サービスの向上について

１、オンライン申請について

質問：オンライン申請は進んでいるか （市役所に行かなくても手続きできる仕組づくり）

回答：現在、水道使用開始手続きなど40種類の手続きがオンラインで申請・届出が可能

令和4年度は、保育園の利用申込など30種類の手続きを追加予定

令和5年度以降も順次効果が見込めるものからオンライン化を進める

２、市役所内の整理・整頓について

質問：職員が使用しているタブレット内の情報をスムーズに取り出せるようになっているか

回答：端末のデータは、関係部署で共通化しており、検索も容易にできるようにいている

長期保存しないデータについては、定期的に削除を推奨しており、所属毎にデータ

の容量制限を設け、常に必要な情報が取り出せる環境を維持するようにしている

・健康お笑い事業「OBU-1グランプリ2022 withメディアス」の開催 （345万円）

市民芸人育成プログラムの卒業生をはじめ、プロ・アマ問わず参加可能なお笑いコンテスト

「OBU-1グランプリ2022 withメディアス」を開催。

・平和事業の推進 （167万円）

戦争の悲惨さや平和の大切さを市民とともに考え、次の世代へと継承するため、中学生平和大使を

沖縄へ派遣する。沖縄で起きた出来事を題材とした映画を上映する「おおぶ平和映画祭」及び沖縄

戦に関するパネルを一堂に展示する「沖縄戦パネル展」を開催。

はまぐち誠チャンネル是非ご視聴ください！


